
金
の
ウ
ソ
と
替
え
ま
し
ょ
　
―
―
鉄
道
開
通
と
神
事
の
盛
況

　

明
治
22

（
１
８
８
９
）
年
12

月
11

日
、
博
多

～
久
留
米
（
当
初
は
筑
後
川
北
岸
に
千
歳
川
仮

停
車
場
）
間
で
九
州
鉄
道
が
開
通
し
ま
す
。
二

日
市
に
置
か
れ
た
停
車
場
は
（
現
J
R
九
州
二

日
市
駅
）
、
同
35

年
に
太
宰
府
馬
車
鉄
道
が
で

き
る
ま
で
は
、
太
宰
府
天
満
宮
に
最
寄
り
の
駅

で
し
た
。
列
車
の
ス
ピ
ー
ド
は
時
速
25

キ
ロ
程
度
、

ド
イ
ツ
製
の
機
関
車
は
そ
う
大
き
く
は
な
い

も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
（
『
九
州
鉄
道
大
観
』
）
、

貨
車
や
客
車
を
連
ね
て
走
る
姿
は
当
時
の
人
々

を
驚
か
せ
ま
す
。

　

開
業
翌
年
の
2

月
、
九
州
鉄
道

は
新
聞
に
広
告
を
出
し
ま
す
。
太

宰
府
天
満
宮
の
神
事
、
鷽う

そ

替
え
・

鬼
す
べ
に
合
わ
せ
、
2

月
25

日
と

26

日
は
臨
時
列
車
を
運
行
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
現
在
こ
の
神
事

は
西
暦
1

月
7

日
に
行
わ
れ
ま
す

が
、
当
時
は
旧
暦
で
開
催
さ
れ
て

い
た
た
め
（
明
治
43

年
か
ら
西
暦
で

開
催
）
、
こ
の
両
日
に
臨
時
列
車
が

設
定
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
新
た
な
車
両
も
用
意

さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
存
知
、
鷽
替
え
神
事
で
は
「
替
え
ま
し
ょ
、

替
え
ま
し
ょ
」
の
か
け
声
で
参
加
者
が
各
々
の

木
鷽
を
交
換
し
合
う
も
の
で
、
取
り
替
え
た
鷽

に
当
た
り
が
出
れ
ば
「
金
の
鷽
」
が
渡
さ
れ
ま
す
。

い
つ
か
ら
金
鷽
の
授
与
が
始
ま
っ
た
か
、
新
聞

に
金
鷽
の
記
事
が
見
え
る
の
は
明
治
23

年
の
鷽

替
え
か
ら
で
、
も
と
も
と
人
気
の
行
事
に
、
こ

の
年
は
前
年
末
の
鉄
道
の
開
通
も
手
伝
い
大
混

雑
、
福
岡
市
内
も
神
事
目
当
て
の
宿
泊
客
で
大

い
に
繁
盛
し
た
様
子
で
す
（
『
福
陵
新
報
』
）
。
こ

の
時
金
鷽
を
引
き
当
て
た
の
は
穂
波
村
（
現
飯

塚
市
）
の
一
男
子
。
福
岡
日
日
新
聞
の
取
材
を

受
け
た
た
め
か
、
当
選
者
は
2

月
27

日
付
紙
上

に
「
わ
た
く
し
は
純
金
の
鷽
を
当
て
ま
し
た
。
」

と
い
う
6

行
分
の
広
告
を
出
し
て
い
ま
す
。
余

計
な
事
で
す
が
、
1

行
1

日
分
3

銭
と
い
う
同

社
の
取
り
決
め
で
計
算
す
る
と
、
こ
の
広
告
料

は
18

銭
。
当
時
1

紙
の
値
段
は
1

銭
5

厘
で
し

た
の
で
、
引
き
当
て
た
幸
運
に
は
、
新
聞
代
12

日
分
相
当
の
出
費
が
伴
い
ま
し
た
。

　

金
鷽
は
明
治
27

年
の
鷽
替
え
か
ら
、
太
宰
府

天
満
宮
が
用
意
し
た
2

個
と
九
州
鉄

道
が
寄
進
す
る
10

個
と
、
全
部
で
12

個
が
定
数
と
な
り
ま
す
。
こ
の
年
は

金
鷽
の
増
量
に
合
わ
せ
て
か
参
詣
者

も
増
加
し
、
鷽
替
え
当
日
の
二
日

市
駅
利
用
者
数
は
1

万
2

千
人
を

超
え
ま
し
た
（
『
福
岡
日
日
新
聞
』
）
。

以
後
、
金
鷽
当
選
者
全
員
の
住
所
氏

名
は
新
聞
で
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

明
治
40

年
、
国
が
九
州
鉄
道
を
買
収
し
た
こ

と
で
、
会
社
側
が
出
し
て
い
た
金
鷽
10

個
の
寄

進
が
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
（
『
福
岡
日
日
新

聞
』
）
。
そ
の
後
は
太
宰
府
天
満
宮
で
全
部
を
そ

ろ
え
、
毎
年
12

個
の
金
鷽
が
参
詣
者
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
鷽
替
え
は
「
筥
崎
宮
の

玉
せ
せ
り
に
劣
ら
な
い
」
激
し
さ
で
、
時
に
は

乱
闘
騒
ぎ
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
幸
運
の
金

鷽
の
行
方
は
群
衆
に
紛
れ
た
神
職
さ
ん
に
守
ら

れ
、
純
粋
な
気
持
ち
で
神
事
に
参
加
す
る
人
に
、

そ
っ
と
当
た
り
が
手
渡
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
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